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１．はじめに  

 中山橋は，東北自動車道の仙台宮城IC～泉ICに位置し，供用後約40年が経過した鋼単純非合成鈑桁橋（橋長

29.1m，4主桁）である．大型車交通量の増加や車両の大型化，凍結防止剤の散布等によりポットホールなどの

変状が多数発生し，舗装や床版コンクリートの補修を繰り返してきた。近年，その頻度が増加してきたため，

抜本的な老朽化対策として上下線の床版取替を行った．施工時の交通規制は，一般的に昼夜連続対面交通規制

で行われるが，本工事では架橋地点の線形条件等を考慮して，夜間通行止め（床版取替時）と昼夜連続１車線

規制を併用した方法を採用した．本稿は，NEXCO東日本で初めての事例となった本工事の工事概要等について

報告する． 

２．交通規制 

対面交通規制は，全４車線のうち片側２車線を通行止め，反対側の２車線を上下線１車線運用とするもので，

中央分離帯や追越車線を改良して上下線を跨ぐ仮設道路を構築する必要がある（図１）．本橋は平面線形R=400

が連続するS字カーブ区間に位置するため，前後の土工区間は中央分離帯部に約80cmの段差があり，これをす

り付けて仮設道路を構築するには長期間の車線規制を要することが予想された（図２）．そこで，お客様への

影響を最小限とするため，夜間通行止めと昼夜連続１車線規制を併用した交通規制を検討した．これは床版取

替時に夜間の全面通行止めを行い，それ以外の時間帯は１車線のみ車線規制を行うものである（図３）．検討

の結果，対面交通規制よりも規制日数が５割程度削減することが可能となった．なお，本検討では，NEXCO西

日本の御幸大橋１）で行われた同様の工法を参考にした． 

３．床版取替の施工 

本橋の床版取替は，既設の RC 床版をプレキャスト PC 床版に更新するもので，プレキャスト床版の枚数は上

下線でそれぞれ 17 枚，15 枚である（図４）．また，昼夜連続１車線規制は上下線でそれぞれ 26 日，23 日，夜

間通行止めは，上下線ともに昼夜連続車線規制の実施期間中に８回実施した． 

夜間通行止めは，20 時～翌６時の 10 時間実施した．この間の主な施工内容は，既設床版の切断や既設床版

の撤去，新設床版の設置である．プレキャスト床版は，200t トラッククレーンで架設し，１回の夜間施工で

最大２枚設置した．新設床版設置後の新旧床版の境界部は，床版継手部（ループ継手）が露出した状態となる．

この状態では交通開放ができないため，ループ筋を覆う仮設鋼床版を設置した（図５・写真１）．また，日中

の交通開放に向けて、床版取替後に日々仮舗装を施工した． 
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図２ 中央分離帯部の段差 
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図３ 夜間通行止めと昼夜連続１車線規制の併用 
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図１ 対面交通規制 
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一方，昼夜連続１車線規制では，主に桁端部の床版施工や伸縮装置の撤去・設置等を行った．本橋は斜角の

小さい構造（図４）であるため，桁端部にプレキャスト床版を設置できないことから，桁端部は場所打ち施工

で行った．床版取替の完了後は仮舗装を撤去し，高性能床版防水や舗装の本施工を行った． 

４．規制日数削減に向けた改善点 

本橋は，夜間通行止めという限られた時間での施工であるため，その間の作業を可能な限り少なくする必要

があった．そこで，夜間通行止めの時間以外で施工可能な工種の排除や，現場の作業を最小限とする構造を検

討した．前者に関しては，既設床版の橋軸直角方向の切断を車線規制（昼間）の中で先行して行い，夜間通行

止め時には橋軸方向の切断を残すのみとした．また，後者に関しては，規制日数に大きく寄与する壁高欄の現

場施工を必要最小限とするため，現場付近のヤードにて事前に構築し，プレキャスト床版に壁高欄が付いた状

態で運搬・架設を行った（図６・写真２）．同様に，場所打ち床版部の施工も規制日数に影響を与えることか

ら，プレキャスト床版幅を従来の 2m から 2.2m（全幅 2.5m（ループ筋含む））とすることで，場所打ち床版部

の面積を低減した（図４）． 

夜間通行止め時の施工を安全かつ確実に行うため，工事開始前に模擬施工を実施した．現場付近のヤードに

現場の縦断勾配（3%）や横断勾配（7%）を再現した架台やスロープを構築し，プレキャスト床版の設置・撤去，

ループ継手部の鉄筋組立およびトラッククレーンの組立・解体を模擬施工した．これにより各工種の作業時間

や手順の確認，課題の抽出等を行うことができた（写真３）． 

５．おわりに 

中山橋の床版取替は，平成27年11月に下り線，平成28年６月に上り線が完成した．上下線それぞれ８回の夜

間通行止めを行ったが，１度も解除時間が遅滞することなく，安全かつ確実に施工することができた．夜間通

止めによる床版取替は，ランプ橋や重交通路線の橋梁など片側対面交通規制が困難な場合、有効な工法と考え

られる．本工事の事例が，それらの参考となれば幸いである． 
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図６ 壁高欄形状（下り線） 
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図４ プレキャスト床版の形状および配置（下り線）
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